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ナ・しかし伸長終止期はほほ一致するのをみる・また挿

秋期の違いによる差は5月即日植えと6月10日楯のもの

の間では差はをいが．6月如月植えになると前二者との

ずれが大きレ・この挿秋期が著しくおくれたことによる

飾間伸長期のずれは，第2衣に示すように幼棍分化及び

出穂期もまた前二者の挿秩期間の差に較べて大きいので，

第2表　挿扶時期と幼穂分化．出穂期との関係

挿秋 期
幼 糖分

出絶 期
幼穂分化 ～ 節間伸 長開始期 に

化　 期 出穂迄 期間 かける幼穂分化程度

5月釦日 6月＝5 日 7月β日 為 日 Ⅹ

6 ．10 6 ．釦 7 ．27 j汀 Ⅹ

6．那 7 ．16 8 ．10 缶 Ⅹ

証：幼穂分化期は分化程度Ⅴの時期とした

この辺に原因があると思われる・ナをわち好適作挙がは

ずれたことにり・その基本性にも変化が生じたと考え

れは・品種の好適作李を節間仲良という乱点からみれば，

節捌中長期の基本性を変えをh範囲がその品種の好適作
李と逆にいえるかも知れをい．

なかオイラ七の如き極早生種では】普通伸長をみない

第5節間の伸長終止期は，挿秋期がおそくなるに従って

かくれる傾向を示し・またササシグレの第5節閲に相当

する伸長期間を示すものがオイラセKおいてみられない

ことは留意すべき現象と思われる・これらの原因につい

ては不明であるが・いづ九にしても挿秋期が著しく卦く

れない限れ普通伸長をみる節蘭の節聞伸長の時期は地

域によれ品種にユタ余少変らないものと推察された．

移植水稲の倒伏の早期診断について

石山六郎・斉藤正一・島田孝之助

（秋　田　県　展　試）

1．　ま．え：が：き

移植した水稲の倒伏防止には・出穂前劫日頃に除草剤

の2・4‾βとか〟CJ）の散布が．従来からその効果が認
められている．

東北農試及び東北各県農託では．超絶試験として昭和

初年度から・倒伏の早期診断法つま少出樵前釦日頃の水

稲の生育相から・倒伏を早期に診断する方法について検
討した．

秋田農式でも昭和祈年迄この試験を担当し以下の結果
が得られた．

なか餌・軌両年は主として倒伏の機構を明らか忙しよ

うとして・その結果は本誌第4号（訂．3）で報告した

が・例伏した格は倒伏しないもの上身，成熟時の下部節

制長及びこれに対応する下部の乗身長が良く．又出穂前

釦日頃の廉色が濃く．秦の垂れ下如が大きいことを謎め．

これらのことから出絶初日前頃の革出来を腑折すること

によって・倒伏の阜期診断が成る程度可能だと推察され
た，

2・　試　験方　法

L　昭和粥年度

保新帝話したチョウカイを供試し，基肥を少基肥・中

基肥・多基肥区を設け，夫々に出穂前亜日頃の分けつ期

追肥と・出穂前那日頃の削巴追肥区を設け．夷に極多基

肥区及び優多基肥K2・4－か稲体散布区・出穂脚目前

6みちの各区を設け．15秒㌧　2連制で試験した．

2　昭和町年度

丘）保折育苗したトワ〆．チョウウイ，農林41号（

〟－41）の3品種を供試し．基肥のみで標肥・ヤゝ多肥

・多肥の各区を設け，19秒㌧　2連制で試験した．

の　上記の各試験は盟X』血の一栽植様式で試験し

たが，栽研様式が異ることによって早期診断をするため

の生育期がどの様に変るかを知るために，保折育苗のチ

ョウウイを供試し．基肥でやゝ多肥．多肥区の夫々に，

19株方形．公株方形．頭株2粂並木の各様式の試験区を

設け．15が．2迎制で試験した．

る：試験結果及び考察

1　倒伏柁庇の拡埠について

水桶の倒伏捏度を表現するのに．従来は観察によって

多・中・少等の衣現がなされていたが，特にこの試鮫の

様に倒伏を主体とした吻合は．倒伏裡檻のJl【準を定めな

ければならない．
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この適格試畝を実施するに当って，東北農試からは－

第1図左に示す様に倒伏した稲の角度によって0－4迄

の5階級に分類し．それに倒伏した面積を考慮して表現

することにされた．然しこれで衣現される倒伏程度など

の時期に判定するか等の問題があれ　之等忙ついて検討

した結果

α）刈噸当時迄に先にのべた基準での2エ少軽い倒

伏では減収傾向が′トさく．2以上に倒伏した時の減収傾

向が大きい・

必　出絶後早くから2程度に倒伏したものの減収傾

向が大きい・

㈲　これらのことから，2程度に倒伏した時の出穂

後日数の長短と玄米重との関係は．第1衣にみられる様

に．出穂後各日数にかける倒伏程度と玄米重との関係よ

カも品種間差も少なく．又相関も極めて高いので，これ

が倒伏程度を衣現する基準として使用し得るものと考え

られた．

第1衷　倒伏程度と玄米重との相関表

出 絶 後 日 数　 【出 穂 後 倒 伏

2 までの日数2 i 3 5 45

S 36 ．チ ョウカイ
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第1国　稲の角度と尭冠巾の測少方

之　倒伏の早期診断について

（M　栽植様式を同一にした場合の草丈，茎数及び集

冠巾（第1匡l右に示すはか少方で）等の形質と倒伏程度

の相関は第2表に示す通少で，茎数はチョウカイはかな

わ高い関係がみられるが，1トワ〆．農林狙号でははつき

少した傾向がなく．品種間差もある様にみられる・革文

責冠巾は何れも長いものに倒伏が早く多くみられ，何れ

もか改む高い相関が認められる．特に棄冠巾で高い様で

あるが，抜取株の最長垂のみの棄冠巾には関係が見られ

をいことから，立毛中の莞冠巾には，この当時の菜身長

とか菜の垂れ方等の外に垂数等も関係して．立毛中の稲

の繁茂慶がある程度測定されているものと考えられる・

第6号

第2表　各形質と倒伏程度の相関表

ト　 ワ　 ダ チ ョウカイ ．Ⅳ 一 心

革 倒 S 三蛤．7 月 12 日

－ 0．の

－ 0．7甜 ＊＊

－0．約8 ＊
丈

S 訂 ．7 月 5 日 － 0．7 78

■　 7 月 11 日 － 0．7朗 一 〇．謝 ＊＊ － 0．弼 ＊
と 伏

′　 7 月 16 日 － 0．798 － 0．劇 ） － 0．944 ＊＊

茎 倒
S 36 ．7 月 12 日

S 訂 ．7 月 5 日

l

1－ 0．6 5

－ 0．糾 ＊＊

－ 0．g 76 ＊

一

一 0．2軸
数

〝　 7 月 11 日 － 0．4％ － 0．864 ＊ － 0．劫

と伏 ・　 7 月 16 日 － 0．Ⅵ汀 － 0．922 ＊＊ － 0．814 ＊

菓 倒 S 翁 ．7 月 11 日

－0．餅 ＊

－ 0．m ＊＊

－ 0，ⅥB
冠

S 訂 ．7 月 5 日 － 0．8田 ＊

・　 7 月 10 日 － 0．腫 ＊＊ － 0．朗5 ＊＊ － 0．g 70 ＊＊
巾

同 上 （抜 取 ） － 0．646 － 0．1！姥 － 0．6訂

と 伏 ・　 7 月 16 日 － 0．9鴨 ＊ － 0．糾 ＊ － 0．腫 ＊＊

注1）表中の同上（抜取）は臨場から抜きとって最長　のも

のの葉冠巾を表わす．

2）倒伏の程度は本文8，1に示した基準によったもの・

d）ざ36，チョウカイの出樵期は　8月15日頃

587．ト　ワ　ダの　∫　　　8月4　日頃

′　　チョウカイの　J　　　8月13日頃

〝　　N　－　41の　′　　　8月14日頃

の　栽植様式を或る程度変えた場合（試験方法2の

（2））の草丈及び草丈及び草冠巾と倒伏程度との関係

は，第2図に見られる様に，栽植様式のちがいによって

草丈及び集冠巾に差はあるが．それでもな封草丈及び集

冠巾の長いもの程倒伏が早く多くみられ全休を通じて

かなカ高い関係が見られる・

このことからこの範囲内では．親権株式によるちがい

はなく草丈．葵冠巾等が，倒伏の早期診断をするための

形質として使えるものと考えられた・
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第2図　7月16日草丈・桑冠巾と倒伏程度
（品種チョウカイ）

閻　又成熟期における稗長の長いもの捏倒伏が早く

多くみられることは明らかにされているが，これらの草

丈とか尭冠巾の梓良との関係を見たのが第3表である・

この表でも見られる様に成熟時の長いものが倒伏が早

く，多いことが認められるし・又草丈及び秦冠巾の長い

ものが帯長が長く表わ易いことが認められた・

第3表　各形質と梓長の相関表（S一節）

トワ〆．チ ョウ

カイ〃一心の 8
品 種 計

裁 縫 様 式 を

変 え た 場 合

群　 長　 と　倒 伏
1　 －0．7防＊＊　　　 －0・節1＊＊

梓　 長 と　 草 丈 0．防 ＊＊　　　　　 0．別 ＊＊

稗 長 と集 冠 巾 0．7円＊＊　　　　　 0．群落＊＊

注　 革うL 棄冠巾は 7 月 16 日測定 した・
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4，　摘　　　　要

1稲の倒伏程壕の基準は．倒れた楓のfq旺0～4迄

の5階級に面横を考慮して決め・この階級での2程暖に

倒伏した時の出梅後日数の良短を砥準にすればよいと考

えられた・

ぇ　移植水稲の倒伏の早期診断には．草丈及び桑籠巾

27

を汎足し．史に柴色等を考慮してりえばある柁皮fl＝能と

考えられる．

然しこの草丈及び発起巾の伸k檻は地域又は年次によ

ってかなり動くことが考えられるので．史に之等忙つい

て検討する必要があろう・

ビニール被覆畑苗代といもち病の発生に関する試験

第4報　苗代におけるいもち病の薬剤l措除について

加藤公光・小林　裕・中川九一

（福　島　県　農　試）

1腫年，福島県下の各地にかいて・ビニール被捜畑苗

代でいもち病の発生が続出し・その影響は本山にまでお

よび，相当の被害が認められた・

聾者らはl姫輝から・早期栽培用ビニール観照畑僧代

に封けるいもち病の発生に関する試験を実施し，その結

果，ビニール畑苗代は従来の苗代と異なβ・苗代や畳瀾

気象が外気にくらペ・きわめて高温多配で・訂C・鈍感

以上の湿度の場合が多く・菌床の中が気象的Khもち菌

の繁殖に通し（第1報および第3報）・本菌分生胞子浮

薄液による噴霧接種試験　および　苗代内に設置した本

病被害節からの自然感染によって・酋いもちが発生する

ことを明らかにした・この場合・発病までの潜伏用川Uが

長く，苗代で発病せず・本田移植後に発病することが多

い（第1報および第3報），このことは本病菌が潜伏し

ている苗を健全苗と見れて－田植する危険性を示すも

のである．現実に・1減年の一一般圃場でも歯代で感染し

た宙を本田に持込み・田植後作発病した例が随所に謎め

また，感染苗が移植されると・間組の健全酉も早期か

ら感染し，2次・3次の伝染をへて加速度的に発生が拡

大され本田いもち病の伝染源としての役割少が大きい

く第2報）・従来・福島県における苗いもちの発生は・き

ゎめて稀であったので－その防除対策が充分でなかった・

筆者らは，1腫軋畑苗代阿漕けるいもち病に対する

薬剤防除法について・2・3の試奴を実施したので・そ

の結果を報告し，参考に供したい・

1．　試験方　法

畑由代に農林a号を4月9日に播種した・

立毛中の郎5月9日および13日の2臥木蘭分生胞

子浮滞液を噴霧接種した・供試面積は1区16・5砂で2連

制である・

供試薬剤は水劇錠剤（P〟月別脚）およびブラエ

フ．〟水和剤（ブラエス10押印・塘10♪♪椚）であれ接椎

前（5月8日），潜伏期（5月16日）および苗レ、もち

発生初期（5月節目）に散布した・

2．結果および考察

接椎歯のいもち病初発生の時期は5月18日であり，そ

の後，緩慢で・5月缶日頃から急激に発生した・5月あ

日および5月2日］作治ける莞和幸も封エび本m移植後の秦

の枯死稚俊は第1衣のとお少である・

第1衣　削げにかけるいもち病の発生およ
び移植後の生育状態

丁＝蚕蔽蹄区　　　 別 供 試 薬剤

水 駁 剤

。急病準‰ 十重誓 語

o ul O：面「 ■】r‾‾i藷‾ナ 防 敷布 一‾　　ス〟

潜伏期散布
水　 鎖　 剤 ・2・瓜 i擾 十 4．7

ブラエス〟 生些＿ 1．15丁 5．0

0・岱 1 2・2
筆 二二墨

発 生 初 期

散　 布

水　 鋭　 剤 0二些し
ブラエス〃 0．45

無　 散　 布 － 0些
U

撃墜目
▲有 頑‾育 苗 壷±互董
調 査 月日 － 5 ▼堅弓

2薫の枯死程酎震全長諾：：：：二：：：13

田植時（5月五日）における発病率は無散布区が仇8

界であったのに対し，予防散布区が0・019もで，きわめて

頚著な効果を示した．しかし，潜伏期散布区および発生

初期散布区は0．亜～0．亜界で，やゝ効果が低かった・

苗代期間を延長した場合の発病状態をみると（5月別

口），無敗布区は2．4％の発病率に対し・予防散布区は

0．4＿0．亜界，発生初期散布区は0．訪％で，両区とも同

程度に発生が少なかった．しかし潜伏期散布区は約1・2％

で，やゝ発病率が大であった・

また，水銀剤とブラエス〟の効果について比較すると－


